
若年者等ジョブサポート連携強化事業について 

労働雇用課 

 

１ 目的 

 中間的就労に取り組もうとする団体等に、短期雇用と指導員支援を組み合わせた事業を

委託し、ノウハウの習得と人材育成を図ってもらう。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 平成２４年度の実績（受託事業者：２団体）  

団体名 ＮＰＯ法人侍学園スクオーラ・今人 企業組合 労協ながの 

支援対象者が

行う主な業務 

・中古書籍販売に関わる業務 

     (本のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ作業等) 

①買取査定後の中古書籍ブッククリーニング 

②ブッククリーニング後の出品・録作業 

③販売後のピッキング作業（仕分け作業） 

④販売後の出荷作業 

⑤委託元企業との連絡業務 

⑥業務日報、相談記録 

・児童センター・児童館で提供 

するおやつ製造業務 

 

・介護保険適用外の生活支援業務 

 (草刈り、物の移動、買い物支援等) 

 

 

指導員数 ２人 １人 

支援対象者 

（雇用者） 
６人 ２人 

 

抱えている 

課題  

職場でのコミュニケーションの取り方や上司

に対する必要以上の脅えなどの就業に対する

不安 など 

就労経験の全くない者や２時間以上の体力

と集中力が続かず、無表情でコミュニケー

ションが苦手 など 

取組による

主な変化 

次第に元気なあいさつができるようになり、

地元企業へのアルバイト雇用につながった者

もいる。（１名：H25.1 月末現在） 

指導員を含めた３人でチームとしてやって

いくことを意識して取り組み中。次第に笑

顔で話ができるようになっている。 

 

③雇用 ＋ 指導員サポート 

④就労 

＜事業の流れ＞ 

 
県 

➁委託 

①提案 

Ｎ Ｐ Ｏ

等 

支援対象者 

引きこもりがちな者、 

不登校経験者、発達障害者、 

病弱者、生活保護受給者など 

期待される効果 

養われ、一般就労へステップアップ 

コミュニケーションや気配りなどのヒューマンスキル

も 

有償雇用の厳しい環境下での人材育成により、 

【実践的スキルの習得と自己効力感の醸成】 

＊就労体験では克服されない。 

ことへの覚悟がない。 

賃金をもらう＝「責任も担う・社会参画する」 

【有償雇用の不安】 

資料 ４ 




